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表 5.4.5(9/11) モデル地域の特徴及び今後の課題 

NO14 名蔵湾（石垣市） 
①地域の特徴 ②保全と利用の両立上の課題 
・サンゴの幼生加入があるが、水質・底質悪化のため成長できず。 
・海藻藻場が分布する。 
・名蔵アンパル（ラムサール条約湿地）には、マングローブ林、
干潟が分布。 

・アンパルの自然を守る会が、アンパルの賢明な利用のためにル
ールづくりを検討中 

・オニヒトデの駆除を実施して
いるが、費用の継続性が課題。 

・沿岸・離島の海域管理におけ
る財政需要を明確にする。 

③モデル地域設定にあたっての地域の意見 ④モデル地域の対象エリア 
●石垣市役所 
・宮良湾、新川川は赤土流出が顕著である。 
・赤土流出が多いとされるさとうきび栽培に関しては、
農地からの赤土等の流出を極力抑えるために、農家に
はさとうきびの作型を裸地期間の短い春植えや株出を
主体にするよう推進中。 

・名蔵アンパルという地域は貝塚があって、付近の小学
生たちと関連して環境教育の場としてよく活用 

●地域の関係者 
・白保公民館より本計画におけるモデル地域としての指
定要請がある。 

●対象エリア 
・名蔵湾及びその背後陸域 
・範囲については引続き検討の必要有 
●課題 
モデル地域の候補として、名蔵湾の他

に白保海域が地域より指定要請があっ
た。その絞り込みには地域・市役所との
議論の積み重ねが必要である。 

⑤モデル地域の概況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデル地域 
名蔵湾 

アンパル 

1km 

名蔵湾 アンパル 



 

113 
 

表 5.4.5(10/11) モデル地域の特徴及び今後の課題 

NO16 西表島北海域（竹富町） 
①地域の特徴 ②保全と利用の両立上の課題 
・高被度サンゴ分布。 
・竹富町海洋基本計画において、海洋保護区及
び保全と利用の観点からのルールづくりを
検討中。 

・保全と利用の観点から、ルールづくりが必要。 

③モデル地域設定にあたっての地域の意見 ④モデル地域の対象エリア 
●竹富町役場 
・浦内川、西田川、ヒナイ等でカヌー利用が多い。 
・船浦～伊武田（いんだ）崎周辺の海域をモデル地
域にするのが適切との意見あり。 

●地域の関係者 
・船浦のマングローブにごみが多い。 
・漁業者とダイビング業者間のルールが必要。 
 

●対象エリア 
・船浦～伊武田（いんだ）崎周辺 
・モデル地域の範囲は適切 
 
●理由 
モデル地域の候補として、西表島北岸が適

切と考えられるが、その絞り込みには役場・
地域との議論の積み重ねが必要である。しか
しながら、今後の関係者意見によってはモデ
ル地域の設定は柔軟に対応することする。 

⑤モデル地域の概況  
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表 5.4.5(11/11) モデル地域の特徴及び今後の課題 

NO19 白保サンゴ礁海域（石垣市） 
①地域の特徴 ②保全と利用の両立上の課題 
・世界でも貴重なアオサンゴ群落。 
・西表石垣国立公園の海域公園地区に指定。 
・地域主体のサンゴ礁保全活動が既に取組まれ
ており、自然環境と共生した地域づくりが行
われている。 

・新石垣空港が白保内に開港したことから、今後、
土地利用の変化や観光圧の高まりが予想され、
地域の良さを守りながら、活かすためのルール
づくり等を進めていくことが課題となってい
る。 

③モデル地域設定にあたっての地域の意見 ④モデル地域の対象エリア 
・石垣市（白保公民館等）からの要望によりモデル
地域に選定。 

●対象エリア 
・白保サンゴ礁域 
・モデル地域の範囲については、地域との調
整が必要 

⑤モデル地域の概況  
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